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▼
書
記
局
予
定
▲

１０
月
１２
日　

森
林
労
連
共
済
全
国
理
事
会

１０
月
１７
日　

秋
田
山
形
林
退
会
総
会

１０
月
１８
日　

全
国
代
表
者
会
議

１０
月
２８
日　

人
事
院
東
北
事
務
局
交
渉

　

季
節
の
中
で
一
番
好

き
な
「
秋
」
に
な
っ

た
。
食
い
し
ん
坊
（
呑

み
助
）
の
小
生
に
と
っ

て
新
米
や
葡
萄
、
梨
と

い
っ
た
果
物
、
イ
モ
ノ

コ
と
茸
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
た

鍋
な
ど
、
美
味
し
い
モ
ノ
が
食

べ
ら
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
最

盛
期
を
迎
え
て
い
る
「
舞
ち
ゃ

ん
」
の
こ
と
を
思
う
と
落
ち
着

か
な
い
日
々
が
続
く
「
実
り
の

秋
」
で
あ
る
。
▼
中
東
で
は
イ

ラ
ン
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
向
け
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。

こ
れ
に
イ
ス
ラ
エ
ル
も
報
復
の

動
き
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
尊

い
生
命
が
奪
わ
れ
る
。
さ
ら
に

レ
バ
ノ
ン
戦
闘
も
激
し
さ
を
増

す
ば
か
り
で
泥
沼
化
、「
中
東

戦
争
」
が
再
現
さ
れ
か
ね
な
い

様
相
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動

の
大
規
模
災
害
や
食
糧
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
な
ど
、
世
界
の
課

題
は
山
積
す
る
ば
か
り
で
、
混

迷
の
度
合
い
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
▼
一
方
、
こ
の
日
本
で
は

新
し
い
総
理
大
臣
が
誕
生
し

た
。
か
と
思
え
ば
、
ろ
く
に
議

論
も
せ
ず
衆
議
院
を
解
散
。

一
〇
月
二
七
日
の
総
選
挙
が
決

ま
っ
た
。
▼
物
価
と
収
入
の
差

が
拡
大
し
国
民
生
活
が
一
段
と

厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
し
っ

か
り
と
し
た
政
策
論
争
を
期
待

し
た
が
、「
裏
金
問
題
」
を
払

拭
す
る
た
め
の
「
早
期
み
そ
ぎ

解
散
」
だ
と
し
か
思
え
な
い
。

さ
ら
に
与
党
内
部
で
は
早
く
も

「
次
期
候
補
」
の
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
国
民
生
活
よ
り
身
内

が
優
先
？
や
は
り
日
本
の
政
治

は
お
か
し
い
。
▼
混
迷
を
深
め

る
世
界
情
勢
や
物
価
高
で
も

我
々
は
日
々
働
き
、
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
勢
に
落

胆
す
る
ば
か
り
で
な
く
希
望
を

持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
▼
そ

の
た
め
に
は
、
腐
敗
し
た
政
治

を
変
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

「
政
権
交
代
こ
そ
、
最
大
の
政

治
改
革
」
で
あ
る
。
二
七
日
ま

で
短
期
間
で
の
取
り
組
み
と
な

る
が
、
働
く
者
に
と
っ
て
「
実

り
の
秋
」
と
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
こ
う
思
う
。�

【
久
兵
衛
】

『源泉』

団結ガンバロー

第20回定期全国大会
組合員と意思疎通を図り、
　　要求の具現化・交渉の強化を

　

７
月
２７
日
、
全
国
林
野
関
連

労
働
組
合
第
２０
回
定
期
全
国
大

会
が
東
京
・
連
合
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
東
北
地
本
代
議

員
と
し
て
髙
橋
地
本
委
員
長
以

下
５
名
の
地
本
執
行
委
員
が
出

席
、
大
会
傍
聴
者
と
し
て
、
各

県
協
等
か
ら
７
名
の
組
合
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
資
格
審
査
委
員
会

報
告
並
び
に
大
会
成
立
宣
言
の

あ
と
、
議
長
団
に
齋
藤
博
代
議

員
（
関
東
地
本
）、
宮
口
淳
一

代
議
員
（
四
国
地
本
）
の
両
名

を
選
出
し
、進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
村
中
央
執
行
委
員

長
か
ら
、
政
治
情
勢
や
国
有
林

野
事
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
話
が
あ
り
、「
大
会
に
向

け
た
本
部
オ
ル
グ
を
通
し
て
、

現
場
段
階
に
お
け
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

全
体
で
共
有
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
。
協
約
締
結
権
に
向

け
た
取
り
組
み
、
職
場
段
階
で

の
交
渉
強
化
に
繋
が
る
よ
う
に

活
発
な
議
論
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
挨
拶
に
引
き
続
き
、

来
賓
紹
介
・
挨
拶
（
公
務
労

協
・
森
永
事
務
局
長
、
立
憲
民

主
党
・
神
谷
衆
議
院
議
員
、
全

農
林
・
渡
邉
中
央
執
行
委
員
長

ほ
か
）
を
受
け
、
そ
の
後
、
鳴

川
中
央
書
記
長
よ
り
議
案
提
起

が
さ
れ
、
討
論
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

討
論
の
中
で
は
、
①
一
般
林

政
施
策
と
国
有
林
野
事
業
の
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
②
生

命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み
、

③
生
活
を
守
る
取
り
組
み
、
④

闘
う
組
織
体
制
の
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
、
⑤
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
、
⑥
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

各
地
本
代
議
員
か
ら
の
発
言

（
地
本
か
ら
は
伊
藤
書
記
長
・

土
佐
交
渉
部
長
が
発
言
）
を
受

け
、中
央
本
部
が
答
弁
を
行
い
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
会
宣
言
を
採
択

し
、
中
村
中
央
執
行
委
員
長
の

力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
○
：
東
北
地
本
の
質
問
・
意

見
、
●
：
本
部
見
解
】

○
林
野
庁
当
局
は
「
こ
れ
か
ら

の
人
材
育
成
に
係
る
指
針
」
の

見
直
し
、「
総
務
系
」
の
人
材

育
成
に
特
化
し
た
考
え
方
を
示

し
て
い
る
が
、
業
務
系
や
治
山

の
人
材
育
成
も
十
分
と
は
思
え

な
い
。

　

適
切
な
人
員
配
置
と
人
材
育

成
は
セ
ッ
ト
で
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

●
資
料
の
書
き
ぶ
り
・
表
現
に

は
違
和
感
が
あ
る
の
で
、
人
材

育
成
は
林
野
庁
と
議
論
を
進
め

て
い
く
。

○
超
過
勤
務
の
実
態
と
し
て
、

当
局
は
「
超
勤
申
請
は
事
前
に

所
属
グ
ル
ー
プ
総
括
に
申
し

出
、
そ
の
後
、
総
務
総
括
の
許

し
が
な
け
れ
ば
認
め
な
い
」「
署

長
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
な
け

れ
ば
認
め
な
い
」
と
い
っ
た
対

応
の
た
め
、
超
過
勤
務
申
請
に

躊
躇
し
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
と

な
っ
て
い
る
。

　

空
席
ポ
ス
ト
の
解
消
を
含
め

た
要
員
要
求
と
業
務
量
の
削
減

を
基
本
に
、
現
状
の
超
過
勤
務

縮
減
に
対
す
る
当
局
姿
勢
の
是

正
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

●
超
過
勤
務
は
命
令
行
為
と

な
っ
て
お
り
、
管
理
者
と
し
て

の
対
応
と
な
る
の
で
適
正
に
求

め
て
い
く
。

○
要
員
問
題
に
つ
い
て
、
東
北

局
は
４
月
１
日
時
点
で
１８
名
の

欠
員
、
空
席
ポ
ス
ト
は
１
５
８

に
な
っ
て
い
る
。
空
席
ポ
ス
ト

の
仕
事
は
若
手
の
一
般
職
員
が

担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
賃
金

は
変
わ
ら
ず
責
任
だ
け
が
持
た

せ
ら
れ
る
現
状
に
不
満
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

●
業
務
の
大
幅
改
善
は
求
め
て

お
り
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
。

○
東
北
局
で
は
、
こ
こ
数
年
の

新
規
採
用
者
数
と
同
程
度
の
職

員
数
が
減
と
な
っ
て
お
り
、
確

認
し
て
い
る
林
野
庁
の
姿
勢
に

は
到
底
追
い
つ
か
な
い
状
況
に

あ
る
と
考
え
る
が
本
部
の
見
解

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
要
員
を
増
や
し
て
い

く
上
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
退

職
を
し
た
経
験
者
の
復
職
制
度

な
ど
に
つ
い
て
も
、
人
事
院
主

導
で
は
な
く
各
省
庁
に
お
い
て

実
施
で
き
る
よ
う
国
公
関
係
部

会
な
ど
を
始
め
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
職
員
へ
の
過
度
な
負
担
と
な

ら
い
な
い
よ
う
に
林
野
庁
か
ら

局
へ
指
導
さ
せ
て
い
く
。

○
２
０
２
５
年
度
予
算
概
算
要

求
に
向
け
て
は
、
新
規
採
用
者

の
確
保
も
含
め
た
要
員
確
保
を

当
局
に
対
応
を
求
め
て
い
る

が
、
円
滑
な
業
務
運
営
の
当
面

の
現
実
的
な
対
応
と
し
て
は
、

署
内
も
現
場
も
非
常
勤
職
員
の

配
置
が
な
け
れ
ば
、
職
場
は
立

ち
ゆ
か
な
い
。
非
常
勤
予
算
の

確
保
、
予
算
の
仕
組
み
の
見
直

し
等
、
考
え
ら
れ
る
対
策
を
強

力
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

○
林
道
は
国
有
財
産
で
あ
り
、

放
棄
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

東
北
局
で
は
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
多
く
の
一
般
道
が
使

用
で
き
ず
、
国
有
林
林
道
を
代

替
え
に
使
用
し
た
経
過
も
あ

り
、
今
後
も
同
じ
よ
う
に
使
用

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

引
き
続
き
、
林
道
の
適
切
な

維
持
修
繕
が
可
能
と
な
る
予
算

の
確
保
を
求
め
、
地
本
も
取
り

組
み
を
進
め
る
の
で
、
本
部
も

取
り
組
み
の
強
化
を
お
願
い
す

る
。

●
非
常
勤
職
員
予
算
の
確
保
は

再
任
用
・
職
員
の
配
置
状
況
か

ら
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
予
算

増
と
な
ら
ず
に
申
し
訳
な
い
。

予
算
確
保
に
向
け
交
渉
を
強
化

し
て
い
く
。
補
正
予
算
等
で
必

要
な
措
置
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

○
局
担
当
か
ら
「
１０
月
に
は
生

活
費
が
パ
ン
ク
、
冷
暖
房
だ
け

で
は
な
く
電
気
代
、
北
国
に
必

要
な
冬
の
除
雪
代
等
の
確
保
が

難
し
い
」
等
と
い
っ
た
情
報
が

あ
り
、
現
場
段
階
で
は
困
惑
し

て
い
る
。

　

改
め
て
、
生
活
費
が
不
足
す

る
事
態
に
向
け
た
本
部
・
林
野

庁
の
対
応
、
現
時
点
で
の
林
野

庁
予
算
の
残
額
及
び
今
後
の
追

加
示
達
等
に
つ
い
て
本
部
の
見

解
を
求
め
る
。

●
生
活
関
連
経
費
は
議
論
を
踏

ま
え
交
渉
を
強
化
す
る
。
事
業

の
進
捗
と
予
算
実
行
を
確
認
し

て
い
く
。

○
若
手
職
員
に
は
「
広
域
異
動

手
当
」
も
生
活
給
の
一
部
と

な
っ
て
お
り
、
３
年
で
異
動
し

た
い
と
考
え
て
い
る
組
合
員
も

い
る
。

　

組
織
体
制
の
確
立
を
含
め
て

の
対
応
を
検
討
す
る
上
で
、
長

期
に
同
一
署
に
い
て
も
ら
う
職

員
に
対
し
て
、
４
年
目
以
降
の

広
域
異
動
手
当
に
変
わ
る
何
ら

か
の
「
諸
手
当
」
の
支
給
に
つ

い
て
も
検
討
を
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

●
諸
手
当
に
つ
い
て
は
、
広
域

異
動
手
当
に
か
か
わ
ら
ず
、
職

員
の
声
と
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

○
現
在
の
業
務
服
の
貸
与
に
つ

い
て
は
、
新
規
採
用
者
や
若
手

職
員
は
、
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
等
で

（
二
面
に
つ
づ
く
）
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１
年
目
か
ら
も
現
場
に
行
く
機

会
が
増
え
、
現
状
の
ル
ー
ル
の

中
で
の
貸
与
で
は
業
務
服
が
足

り
て
い
な
い
と
の
声
が
多
く
あ

る
。

　

業
務
服
の
貸
与
に
つ
い
て

は
、
林
野
庁
の
中
で
解
決
で
き

る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

●
業
務
服
の
貸
与
は
、
長
官
通

知
で
あ
る
の
で
む
ず
か
し
い

が
、
局
独
自
で
対
応
し
て
い
る

こ
と
に
林
野
庁
は
意
見
し
な
い

と
の
こ
と
。

○
東
北
局
に
お
い
て
は
、年
々
、

収
穫
量
・
素
材
生
産
量
が
増
や

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
現

場
段
階
で
は
債
務
返
済
等
も
あ

る
こ
と
か
ら
収
入
確
保
に
向
け

て
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
が
、

そ
れ
も
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。

　

林
野
庁
は
、
通
常
予
算
等
に

影
響
を
生
じ
な
い
よ
う
債
務
計

画
を
進
め
て
い
る
と
し
て
い
る

が
、
確
実
に
影
響
が
生
じ
て
い

る
状
況
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
債
務
返
済
計
画
の
見
直
し

の
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
債
務
返
済
に
つ
い
て
は
計
画

が
延
び
る
よ
う
な
検
討
も
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
表

だ
っ
て
出
せ
な
い
状
況
に
あ
る

が
、
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
検
討

さ
せ
て
い
き
た
い
。

○
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
豪

雨
災
害
等
の
自
然
災
害
に
よ

り
、
林
道
上
へ
の
倒
木
が
少
な

く
な
い
状
況
に
あ
る
。
自
然
災

害
発
生
時
に
は
、
迅
速
な
被
災

状
況
の
把
握
が
求
め
ら
れ
る
の

で「
電
動
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
導
入
」

に
つ
い
て
、
前
向
き
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
電
動
チ
ェ
ン
ソ
ー
制
限
緩
和

に
つ
い
て
、
当
局
は
災
害
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
慎
重
で

あ
り
、
積
極
的
で
は
な
い
。

（
一
面
か
ら
）

地本大会に向けて
「地本オルグ」を実施

―林野労組青森分会―
　

７
月
１１
日
（
木
）
１７
時
20
分

よ
り
青
森
森
林
管
理
署
会
議
室

に
お
い
て
伊
藤
地
本
書
記
長
を

迎
え
て
地
本
大
会
に
向
け
た

「
地
本
オ
ル
グ
」
を
開
催
し
組

合
員
９
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
地
本
書
記
長
は
、
日
常

の
活
動
に
敬
意
を
表
し
た
あ

と
、
冒
頭
に
地
本
定
期
大
会
議

案
書
の
予
算
関
係
の
訂
正
が
あ

る
こ
と
を
謝
罪
し
、
５
月
開
催

の
全
国
代
表
者
会
議
報
告
と
併

せ
、
取
り
巻
く
諸
情
勢
と

２
０
２
４
年
春
闘
情
勢
報
告
、

政
治
資
金
規
正
法
の
成
立
と
今

日
の
政
局
を
含
む
国
有
林
関
係

の
情
勢
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、

職
場
の
取
組
み
に
つ
い
て 

① 

公
務
労
協
の
取
組
み
状
況 

② 

人
事
院
勧
告
・
要
求
書
提
出
の

取
組
み
状
況 

③ 

一
般
林
政
に

係
る
取
組
み
や
外
国
人
労
働
者

の
受
入
等
の
法
の
整
備 
④ 

２
０
２
４
年
度
政
府
予
算
関
係

と
林
野
庁
関
連
の
予
算
関
係 

⑤ 

林
野
庁
職
員
定
数
確
保
問

題 

⑥ 

組
織
強
化
と
新
採
の
組

織
化
の
取
組
み 

⑦ 

森
林
環
境

税
の
成
立
状
況 

⑧ 

林
野
庁
人

材
育
成
方
針
の
見
直
し 

⑨ 

林

野
庁
に
お
け
る
新
シ
ス
テ
ム
関

係
の
具
体
化 

⑩ 

衆
・
参
選
挙

に
あ
た
っ
て
全
国
大
会
で
推
薦

候
補
決
定
し
取
組
む
こ
と
と

し
、
取
組
み
状
況
を
項
目
ご
と

に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
オ
ル
グ

を
終
了
。

　

質
疑
に
入
り 

① 

非
常
勤
職

員
の
賃
上
げ
の
配
分
問
題 

② 

森
林
環
境
税
の
各
自
治
体
へ
の

配
分
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

オ
ル
グ
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
報
告
：
笹
木
林
野
労
組
青
森

分
会
委
員
長
）

　

９
月
２
日
あ
き
た
芸
術
劇
場

ミ
ル
ハ
ス
４
階
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
連
合
秋
田
「
政
策
学
習

会
」
が
開
催
さ
れ
、
構
成
組
織

組
合
員
等
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
構
成
組
織
・

地
方
連
合
が
一
体
な
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策

立
案
能
力
の
向
上
、
県
民
生
活

の
充
実
、
組
合
員
の
政
治
参
画

意
識
の
醸
成
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
回
は
衆
議
院
議

員
原
口
一
博
氏
を
講
師
に
「
衰

退
か
ら
成
長
へ
。」
を
テ
ー
マ

に
、
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
国
際

社
会
に
お
け
る
日
本
の
状
況
に

つ
い
て
話
が
さ
れ
、
消
費
税
が

も
た
ら
す
弊
害
や
食
糧
自
給
率

と
地
域
経
済
が
衰
退
等
、
多
面

的
な
視
点
か
ら
デ
ー
タ
を
基
に

判
り
や
す
く
、
笑
い
を
交
え
た

講
演
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
事
な
こ
と
と
し
て
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
は
当
然
で
あ
る

こ
と
に
加
え
て
「
同
一
税
制
」

が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

連 合 秋 田
「政策学習会」

講
師
に

　
原
口
一
博

衆
議
院
議
員

◎
青
森
県
選
挙
区 

①
青
森
１
区　

升　

田　

世
喜
男

（
立
憲
・
元
） 

②
青
森
２
区　

金　

濱　
　
　

亨

（
国
民
・
新
）

③
青
森
３
区　

岡　

田　

華　

子

（
立
憲
・
新
）

◎
岩
手
県
選
挙
区 

①
岩
手
１
区　

階　
　
　
　
　

猛 

　
（
立
憲
・
前
）

②
岩
手
２
区　

中　

村　

起　

子

（
立
憲
・
新
） 

③
岩
手
３
区　

小　

沢　

一　

郎

　
（
立
憲
・
前
）

◎
宮
城
県
選
挙
区 

①
宮
城
１
区　

岡　

本　

あ
き
子

　
（
立
憲
・
前
） 

②
宮
城
２
区　

鎌　

田　

さ
ゆ
り

　
（
立
憲
・
前
） 

③
宮
城
３
区　

柳　

沢　
　
　

剛 

（
立
憲
・
新
）

④
宮
城
４
区　

安　

住　
　
　

淳

　
（
立
憲
・
前
）

　
第
５０
回
衆
議
院
議
員
選
挙
（
１０
月
１５
日
告
示
）
及
び
参
議
院
岩

手
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
（
１０
月
１０
日
告
示
）
が
２７
日
投
票
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
林
野
労
組
東
北
地
本
が
推
薦
す
る
候
補
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
秋
田
県
選
挙
区 

①
秋
田
１
区　

寺　

田　
　
　

学

　
（
立
憲
・
前
） 

②
秋
田
２
区　

緑　

川　

貴　

士

　
（
立
憲
・
前
）

③
秋
田
３
区　

小　

川　

幾　

代

（
立
憲
・
新
） 

◎
山
形
県
選
挙
区

①
山
形
１
区　

原　

田　

和　

宏 

（
立
憲
・
新
） 

②
山
形
２
区　

菊　

池　

大
二
郎

（
国
民
・
新
） 

③
山
形
３
区　

石　

黒　
　
　

覚

（
立
憲
・
新
）

※ 

宮
城
選
挙
区
（
５
区
）、
推
薦
候
補

者
の
空
白
区
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

別
途
連
絡
す
る
。

◎
比
例
代
表
選
挙
区

　

 

林
野
労
組
推
薦
候
補
者
の
当
選
に
繋

げ
て
い
く
た
め
、「
立
憲
民
主
党
」

を
推
薦

◎ 

参
議
院
岩
手
県
選
出
議
員

　
補
欠
選
挙

①
岩
手
県
選
挙
区　

木
戸
口　

英　

司

（
立
憲
・
元
）

組
合
員
は
投
票
を
棄
権
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
！！

土佐交渉部長

地本代議員

地本オルグ青森分会

原口一博衆議院議員


